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愛
南
町
﹁
石
垣
の
里
・
高
茂
岬
・
宇
和
海
展
望
タ
ワ
ー
﹂

【
石
垣
の
里
】
台
風
や
潮
害
か
ら
家
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
入
江
の
急
斜
面
に
城
壁
の
よ

う
に
石
垣
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
「
石
垣
の
里
」。
そ
の
独
特
の
景
観
は
訪
れ
る
人
々
を
魅
了

し
ま
す
。

【
高
茂
岬
】
愛
媛
の
最
南
端
に
位
置
し
、
1
0
0
ｍ
を
超
え
る
断
崖
が
続
く
高
茂
岬
。
晴
れ

た
日
に
は
、
遠
く
九
州
を
一
望
で
き
る
こ
と
も
。
秋
に
な
る
と
渡
り
鳥
が
羽
を
休
め
、
白
い

野
路
菊
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

【
宇
和
海
展
望
タ
ワ
ー
】
馬
瀬
山
山
頂
に
そ
び
え
立
つ
宇
和
海
展
望
タ
ワ
ー
。地
上
1
0
7
ｍ

の
展
望
タ
ワ
ー
は
回
転
昇
降
式
で
、
乗
っ
て
い
る
だ
け
で
、
美
し
い
宇
和
海
な
ど
3
6
0
度

の
景
色
を
眺
望
で
き
ま
す
。
タ
ワ
ー
の
麓
に
は
、
日
本
に
残
る
唯
一
の
旧
日
本
海
軍
戦
闘
機

「
紫
電
改
」
の
展
示
館
も
あ
り
ま
す
。
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町イチ！村イチ！2015が開催されます
町村自慢の特産品やグルメ食材が東京に！

　　9／22・23　東京国際フォーラムで
₁
．
開
催
概
要

　

⑴　

日　

時　

平
成
27
年
9
月
22
日
㈫　

12
：
00
～
19
：
00

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
月
23
日
㈬　

10
：
00
～
17
：
00

　

⑵　

メ
イ
ン
会
場

　
　
　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　

展
示
ホ
ー
ル
１
・
₂
、
ロ
ビ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
【
施
設
概
要
】　　
　

	

　
　
　
　

○
展
示
ホ
ー
ル
１
・
₂

　
　
　
　
　

地
下
₂
階　

5
，
0
0
0
㎡

　
　
　
　
　

₃
₀
₀
小
間
程
度
（
1
小
間
：
4
㎡		

対
面
式
）

　
　
　
　

○
ロ
ビ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　

地
下
１
階　

5
6
0
㎡

　

⑶　

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

　
　
　

有
楽
町
駅
前
地
上
広
場　

6
0
0
㎡

2
．
主
な
実
施
内
容

　

⑴　

特
産
品
の
販
売

　
　
　

各
町
村
の
自
慢
の
逸
品
を
展
示
・
販
売　
　

　

⑵　

飲
食
物
の
販
売

　
　
　

各
町
村
の
グ
ル
メ
食
材
の
調
理
・
販
売

　

⑶　

伝
統
工
芸
の
実
演
・
体
験

　
　
　

伝
統
工
芸
の
製
作
実
演
及
び
体
験

　

⑷　

郷
土
芸
能
の
披
露

　
　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
等
で
各
町
村
の
郷
土
芸
能
の
披
露

　

⑸　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
展
示

　
　
　

各
町
村
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
展
示

　

⑹　

ご
当
地
キ
ャ
ラ
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

　
　
　

ス
テ
ー
ジ
等
で
ご
当
地
キ
ャ
ラ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

　

⑺　
「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
商
談
会
」
の
開
催

　

町
村
の
特
産
品
の
新
た
な
販
路
開
拓
を
目
的
と
し
た
商
談
会
を
開
催

　

⑻　

移
住
・
定
住
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

移
住
・
定
住
に
関
す
る
町
村
の
取
組
を
相
談
窓
口
や
セ
ミ
ナ
ー
、
パ

ネ
ル
等
で
紹
介

　

⑼　

そ
の
他

　
3
．
広
報
関
係

　

読
売
新
聞
社
の
協
力
に
よ
る
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
た
広
報
の
他
、
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲

出
、チ
ラ
シ
の
配
布
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
情
報
発
信
を
予
定
。

予告

２
０
１
４
の
会
場
風
景
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休息エリア

東京国際フォーラム

展示ホール B2F

東京国際フォーラム

ロビーギャラリーB1F
有楽町駅 東京駅

ご当地キャラクター 撮影コーナー
伝統工芸実演・体験コーナー
町イチ！ 村イチ！ マルシェ

移住・定住相談コーナー

アンケートコーナー

パンフレットコーナー
パンフレット
コーナー

パンフレット
コーナー

抽選コーナー

会場MAP／案内所

出口

入口

EV

町イチ！村イチ！
食堂

展示ホール
（Ｂ2Ｆ）

町イチ！村イチ！
食堂

町イチ！村イチ！
ステージ
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町村会・議長会　定期総会順序
平成27年２月17日（火）　　於 「松山全日空ホテル」

愛媛県町村会　第68回定期総会
本館4階　ダイヤモンドボールルームⅠ

愛媛県町村議会議長会　第66回定期総会
本館4階　ダイヤモンドボールルームⅡ

₁　開会のことば	 　〈15時30分～〉
₂　会長あいさつ
　　　　愛媛県町村会長
₃　全国町村会長祝辞
　　　　全国町村会長【代理】
₄　全国町村会長表彰伝達
₅　議　事
　⑴　平成26年会務報告
　⑵　平成27年度愛媛県町村会
　　　　　　　　事業計画
　⑶　平成27年度愛媛県町村会
　　　　　　　　会費の分賦方法
　⑷　平成27年度愛媛県町村会
　　　　　　　　一般会計予算
　⑸　平成27年度愛媛県町村会
　　　　　　　　特別会計予算

₅　閉　会	 　　〈16時20分〉

₁　開会のことば　	 〈15時30分～〉
₂　会長あいさつ
　　　　愛媛県町村議会議長会会長
₃　全国町村議会議長会表彰伝達
₄　会議録署名人の指名
₅　議　事
　⑴　会務報告
　⑵　平成25年度愛媛県町村議会議員
　　　共済事業　特別会計　決算
　⑶　平成27年度愛媛県町村議会議員
　　　共済事業　特別会計　予算
　⑷　平成25年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　一般会計　決算
　⑸　平成27年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　会務運営方針及び事業計画
　⑹　平成27年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　会費の分賦方法
　⑺　平成27年度愛媛県町村議会議長会
　　　　　　　　一般会計　予算
6　閉会のことば	 〈16時20分〉

○　来賓祝辞　南館4階　エメラルドルーム〈16時30分～17時00分〉
　₁　愛媛県知事
　₂　愛媛県議会議長
　₃　来賓紹介（愛媛県市町振興課長・全国町村会長代理）

○　意見交換会　南館4階　エメラルドルーム〈17時10分～19時10分〉
　₁　愛媛県知事及び愛媛県議会議長
　₂　愛媛県市町振興課長及び全国町村会長
　₃　県下町長及び町議会議長

 

都
道
府
県
町
村
会

 

　
正
副
会
長
交
流
会
開
く

　

全
国
町
村
会
は
、
１
月
22
日
全
国
町
村

会
館
で
「
都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交

流
会
」
を
開
催
し
た
。
本
会
か
ら
は
白
石

会
長
、
稲
本
副
会
長
及
び
事
務
局
長
が
出

席
し
た
。

　

会
議
は
、
藤
原
全
国
町
村
会
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
来
賓
の
あ
か
ま
二
郎
総
務
大

臣
政
務
官
、
蓬
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長

か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

表
彰
終
了
後
、
石
破
茂
地
方
創
生
担
当

大
臣
か
ら
、
地
方
創
生
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
た
。
次
い
で
、
時
事
通
信
社
解
説

委
員
田
崎
史
郎
氏
か
ら
「
政
局
展
望
」
と

題
す
る
講
演
を
聴
講
し
た
。

　

最
後
に
都
道
府
県
町
村
会
の
正
副
会
長

等
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
盛
会
に
終
了

し
た
。
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水
産
庁
で
は
、
総
合
職
2
年
目
の
職
員

全
員
が
1
个
月
間
漁
村
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
漁
業
を
実
際
に
体
験
す
る
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
が
9
月
25
日
～
10
月

24
日
ま
で
研
修
を
行
っ
た
の
は
、
愛
媛
県

西
宇
和
郡
伊
方
町
で
し
た
。
佐
田
岬
半
島

に
位
置
す
る
町
で
、北
側
は
瀬
戸
内
海
に
、

南
側
は
宇
和
海
に
面
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
中
田
水
産
と
い
う
株
式
会
社
を

営
む
中
田
明
浩
氏
の
元
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
社
は
平
成
3
年
に
設
立
さ
れ
て
お

り
、
従
業
員
数
は
15
人
、
事
業
内
容
は
漁

業
及
び
養
殖
業
、
そ
れ
ら
水
産
生
産
物
の

加
工
も
し
て
い
ま
す
。
去
年
は
繁
漁
期
で

あ
っ
た
た
め
、
従
業
員
総
出
で
深
夜
ま
で

作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
こ
の
年
は
シ
ラ
ス
漁
は
落
ち
着
い
て

お
り
、
昼
の
漁
獲
量
か
ら
見
切
り
を
つ
け

て
漁
を
中
断
し
、
養
殖
魚
の
作
業
に
集
中

す
る
ケ
ー
ス
が
比
較
的
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
日
曜
日
は
社
長
の
み
が
出
勤
し
、
養

殖
魚
の
餌
や
り
や
各
企
業
へ
営
業
に
向
か

う
等
し
て
い
ま
し
た
。毎
日
働
き
詰
め
で
、

休
憩
や
経
営
戦
略
の
考
案
等
は
シ
ラ
ス
漁

や
養
殖
魚
の
餌
や
り
の
合
間
の
時
間
を
活

用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

勤
務
の
内
容
は
、
シ
ラ
ス
漁
や
養
殖
魚

の
管
理
、
加
工
場
で
の
作
業
で
、
わ
た
し

は
漁
以
外
の
作
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。
養

殖
の
作
業
は
、
餌
の
製
造
、
餌
や
り
、
生

簀
の
網
換
え
等
で
す
。
中
田
水
産
は
自
社

で
餌
を
製
造
し
て
い
る
と
い
う
稀
有
な
業

者
で
、
飼
料
代
は
売
上
原
価
に
多
大
な
影

響
を
与
え
る
部
分
で
あ
る
た
め
、
こ
の
コ

ス
ト
を
下
げ
、
更
に
は
餌
の
栄
養
価
を
高

め
る
と
い
う
２
つ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
一
般
的
な
養
殖
魚
の
餌
で
あ
る
魚
粉

は
近
年
価
格
高
騰
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

内
製
化
に
よ
り
、
こ
の
使
用
量
を
最
低
限

に
抑
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
餌
の
原
料
と

し
て
は
ハ
ネ
（
商
品
に
な
ら
な
い
魚
）
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
や
弁
当
屋
、
定

食
屋
等
で
の
残
り
物
を
流
用
し
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
人
間
の
食
べ
る
物
の
方
が

栄
養
価
が
豊
富
で
、
格
段
に
太
る
（
出
荷

で
き
る
品
質
に
ま
で
成
長
す
る
）
か
ら
で

す
。
時
々
、
シ
ラ
ス
漁
の
過
程
で
シ
ラ
ス

の
代
わ
り
に
エ
ビ
の
稚
魚
が
取
れ
る
と
き

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
商
品
に
は
な
り

ま
せ
ん
が
、
中
田
水
産
に
と
っ
て
は
天
然

物
の
こ
れ
以
上
無
い
餌
の
原
料
で
あ
る
た

め
、
エ
ビ
が
取
れ
た
際
は
普
段
は
漁
に
出

て
い
な
い
加
工
場
の
方
々
も
手
伝
い
、
冷

凍
用
の
ケ
ー
ス
に
詰
め
続
け
る
作
業
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

エ
ビ
の
ケ
ー
ス
詰
め
作
業
も
か
な
り
の

肉
体
労
働
で
し
た
が
、
養
殖
魚
の
餌
や
り

も
同
様
で
、
ケ
ー
ス
一
杯
に
餌
を
詰
め
込

む
と
十
数
キ
ロ
ほ
ど
の
重
さ
と
な
り
、
何

十
ケ
ー
ス
も
ボ
ー
ト
に
積
み
込
み
、
生
簀

と
往
復
す
る
作
業
で
し
た
。
腕
に
疲
労
を

貯
め
な
い
よ
う
に
持
ち
上
げ
る
時
間
を
極

力
減
ら
し
た
り
短
時
間
で
餌
を
撒
く
た
め

の
コ
ツ
が
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、
餌
を

一
気
に
撒
き
過
ぎ
る
と
水
が
濁
り
、
魚
が

警
戒
し
て
離
れ
て
い
き
、
餌
が
海
底
に
沈

ん
で
し
ま
う
た
め
、
生
簀
の
中
の
様
子
も

観
察
し
つ
つ
作
業
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
餌
は
コ

ス
ト
に
直
接
影
響
す
る
も
の
で
、
従
業
員

の
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
意
識
を
も
っ
て
作

業
を
し
て
い
ま
し
た
。
餌
を
沈
め
て
し
ま

う
な
ん
て
こ
と
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
で
あ
る
し
、
陸
地
に
こ
ぼ
し
て
し

ま
っ
た
餌
の
一
つ
ひ
と
つ
も
素
手
や
ち
り

と
り
で
丁
寧
に
救
い
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

加
工
場
で
の
作
業
は
茹
で
た
シ
ラ
ス
を

干
し
、
箱
詰
め
で
す
。
漁
獲
さ
れ
た
シ
ラ

ス
の
量
が
そ
の
ま
ま
作
業
量
と
な
る
た

め
、
日
に
よ
っ
て
作
業
密
度
は
違
い
ま
し

た
。
釜
茹
で
さ
れ
た
シ
ラ
ス
は
す
ぐ
に
箱

詰
め
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん

冷
蔵
庫
へ
運
ば
れ
、
一
晩
寝
か
せ
て
か
ら

の
作
業
と
な
り
ま
す
。
箱
詰
め
作
業
は
ほ

と
ん
ど
機
械
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
箱
を
作

り
、
並
べ
、
そ
の
上
に
シ
ラ
ス
を
撒
き
、

重
さ
を
計
量
す
る
工
程
は
す
べ
て
手
作
業

で
し
た
。
資
金
面
の
問
題
で
機
械
化
に
踏

み
込
め
な
い
の
か
と
も
思
い
ま
し
た
が
、

事
業
規
模
の
点
か
ら
設
備
投
資
に
見
合
っ

た
コ
ス
ト
削
減
の
観
点
か
ら
の
判
断
だ
と

思
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
過
程
で
商
品
に

な
ら
な
い
も
の
は
廃
棄
せ
ず
、
や
は
り
養

殖
魚
の
餌
の
製
造
場
へ
回
さ
れ
ま
す
。

　
「
漁
業
者
」
に
は
「
経
営
者
」
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
必
要
だ
と
社
長
は
語
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
社
長
か
ら
は
血
気
盛
ん
な

営
業
者
の
よ
う
な
印
象
も
受
け
ま
し
た
。

中
田
水
産
で
は
漁
獲
し
た
シ
ラ
ス
や
養
殖

随想随想随想
﹁
伊
方
町
で
の

　
漁
村
派
遣
研
修
を
終
え
て
﹂

　
　
　

水
産
庁 

漁
港
漁
場
整
備
部

 

計
画
課
計
画
班　

廣
　
中
　
渉
　
太
　

マ
ダ
イ
を
自
社
で
保
有
す
る
工
場
で
加
工

し
、
販
売
も
し
て
い
ま
す
。
商
品
に
つ
い

て
は
、
釜
茹
で
シ
ラ
ス
を
乾
燥
さ
せ
た
ち

り
め
ん
じ
ゃ
こ
や
、
こ
れ
に
桜
エ
ビ
や
し

そ
を
混
ぜ
た
エ
ビ
ち
り
め
ん
、
し
そ
ち
り

め
ん
等
で
す
。
販
売
先
は
地
元
の
企
業
か

ら
東
京
を
中
心
と
し
た
関
東
圏
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
展
開
し
、
全
国
へ
と

販
売
先
を
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。ま
た
、

ス
ー
パ
ー
マ
ッ
ケ
ッ
ト
で
は
な
く
、
コ
ン

ビ
ニ
等
の
規
模
の
大
き
な
市
場
か
ら
開
拓

を
試
み
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
自
社
の
商

品
に
箔
が
つ
き
、
更
な
る
市
場
の
開
拓
を

推
進
す
る
と
い
う
積
極
的
な
営
業
力
が
印

象
的
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
積
極
性
と
は
相

反
し
て
、
経
営
観
は
落
ち
着
い
て
い
る
と

い
う
か
、
達
観
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。社
長
本
人
は
、「
ま
ず
は
家
族
や
従

業
員
を
養
え
る
程
度
の
利
益
が
必
要
」
と

語
っ
て
お
り
、大
手
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
も
、

仮
に
事
業
が
失
敗
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
を

分
散
さ
せ
、
失
敗
さ
せ
な
い
よ
う
に
他
企

業
が
勝
手
に
頑
張
っ
て
も
ら
う
と
い
う
狙

い
と
、
自
社
で
の
新
た
な
設
備
投
資
を
抑

え
る
た
め
で
も
あ
り
ま
し
た
。
対
外
的
に

は
六
次
化
を
行
っ
て
い
る
企
業
で
す
が
、

根
本
的
に
は
原
料
屋
に
徹
し
た
経
営
観
を

も
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
度
の
研
修
で
は
、
地
元
産
業
の
特

性
や
内
外
の
繋
が
り
活
か
し
た
経
営
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
良
い
品
質

の
魚
・
農
作
物
を
生
産
す
る
こ
と
は
確
か

に
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
従

事
し
て
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
す
事
態
に
な
ら

な
い
よ
う
、
様
々
な
業
種
の
方
と
の
情
報

交
換
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
も
必
要
で

す
。
ま
た
、
行
政
と
し
て
は
現
状
の
制
度

と
そ
の
利
用
方
法
を
も
っ
と
漁
業
者
に
周

知
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
と
も
思
い
ま

す
。
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全
国
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会

監
査
機
能
の
充
実
と
監
査
体
制
の
強
化
を
！

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
「
第
24

回
定
期
総
会
」
が
、
1
月
16
日
、「
全
国
町

村
議
員
会
館
会
議
室
」
で
開
催
さ
れ
、関
係

県
の
会
長
、
事
務
局
長
ら
約
60
人
が
出
席
。

本
県
か
ら
は
片
岡
会
長
（
内
子
町
代
表
監

査
委
員
）
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

　

総
会
は
、桝
田
会
長（
徳
島
県
那
賀
町
代

表
監
査
委
員
）の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、髙

月
副
会
長（
岡
山
県
矢
掛
町
）を
議
長
に
選

出
し
、
左
記
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

日
程
第
1　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

日
程
第
2　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

　
　

会
長
か
ら
一
年
間
の
会
務
の
状
況
の

報
告
が
あ
っ
た
。

日
程
第
3　

承
認
第
1
号
「
平
成
25
年
度

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
決
算
」　

　
　

事
務
局
か
ら
決
算
説
明
が
あ
り
、
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

日
程
第
4　

議
案
第
1
号
「
平
成
27
年
度

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
事
業
計
画

及
び
予
算
」
を
議
決
。

日
程
第
5　

議
案
第
2
号
「
会
則
の
一
部

改
正
」
を
原
案
の
と
お
り
決
定
。

日
程
第
6　

議
案
第
3
号
「
監
査
機
能
の

強
化
に
関
す
る
要
望
」
を
原
案
の
と
お

り
決
定
。

日
程
第
7　

議
案
第
4
号　

「
決
議
」を
原
案
の
と
お
り

決
定
。

日
程
第
8　

協
議
第
1
号　

「
実
行
運
動
方
法
」を
決
定
。

日
程
第
9　

選
任
第
1
号　

「
役
員
の
選
任
」

　
　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

選
挙
を
行
い
、
新
会
長
に

飛
鳥
伸
一
氏
（
山
形
県
最

上
町
）
を
選
出
し
た
。

　

な
お
、
総
会
前
日
の
15
日

に
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、
事

務
局
長
が
出
席
。
総
会
提
出

案
件
の
事
前
協
議
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
幹
事
会
終
了
後
に

会
長
・
事
務
局
長
意
見
交
換

会
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

決　　　議

　われわれ町村監査委員は、厳しい町村財政の中、行政に対
する住民の信頼を確保し、透明性のあるものとしていくた
め、日々研鑚を積み努力を重ねている。
　しかしながら、町村における監査体制は、その課せられた
義務と責任を十分に果たすには厳しい現状にある。
　このため、研修、事務局体制の充実強化をはじめ、監査活
動費の確保等監査機能の充実強化が緊急の課題である。
　本日、ここに「全国町村監査委員協議会第24回定期総会」
を開催し、町村監査委員相互の緊密な連携のもと、決意を新
たに、下記事項の早期実現に向け、組織を挙げて邁進するこ
とを表明する。

記
₁　監査機能の充実と監査体制を強化するため、監査事務局
体制を整備する。
₂　監査の充実を期するため、必要な監査活動費を確保し、
監査委員の職務にふさわしい報酬とする。
₃　全国の町村監査委員の声を結集するため、未加入団体の
全国協議会への早期加入を促進する。
　　以上、決議する。
　　　平成27年１月16日
	 全国町村監査委員協議会 第24回定期総会　

監査機能の強化に関する要望

　すべての地方公共団体が自ら責任ある監査を実施するため、
監査の独立性・専門性をさらに強化する必要がある。よって、下
記事項の実現を強く要望する。

記
₁　監査委員事務局の強化
　　監査体制を充実強化するため、監査委員事務局を必置制と
し、事務局体制を整備すること。	

₂　監査委員の独立性の確保
　　監査の独立性を図るため、監査委員は議会において選任で
きるようにすること。

₃　町村の実情に応じた監査制度の検討
　　監査制度の見直しにあたっては、町村の実情を踏まえた実
効性のある制度となるよう、検討すること。

　　　平成27年１月16日
	 全国町村監査委員協議会 第24回定期総会　

第24回定期総会日程
日　時　平成27年１月16日（金）
　　　　　午前10時開会
場　所　全国町村議員会館　₂階会議室

〔議　事〕　日程第₁　議事録署名人の指名
　　　　　日程第₂　報告第１号　会務報告
　　　　　日程第₃　承認第１号　平成25年度決算
　　　　　日程第₄　議案第１号　
　　　　　　　　　　　平成27年度事業計画及び収支予算
　　　　　日程第₅　議案第₂号　会則の一部改正
　　　　　日程第₆　議案第₃号　
　　　　　　　　　　　監査機能の強化に関する要望
　　　　　日程第₇　議案第₄号　決議
　　　　　日程第₈　協議第₅号　実行運動方法（案）
　　　　　日程第₉　選任第１号　役員の選任
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
町
中
が
ひ
な
ま
つ
り

　
　
7
千
体
も
の
ひ
な
人
形

久
万
高
原
町

　

2
月
22
日
、
久
万
町
（
く
ま
ま
ち
）
商

店
街
で
久
万
高
原
町
ひ
な
ま
つ
り
運
営
委

員
会
主
催
に
よ
る
「
第
1
回
く
ま
ま
ち　

ひ
な
ま
つ
り
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
と
、「
第
24
回
く
ま
く
る
ま
る
し
ぇ
（
軽

ト
ラ
市
）」
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
先
／

　

久
万
高
原
町
商
工
会

　

T
E
L 

0
8
9
2
–2
1
–2
0
6
1

　

民
間
主
体
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
と

な
っ
た
ひ
な
ま
つ
り
に
は
、
約
3
万
体
の

ひ
な
人
形
イ
ベ
ン
ト
で
有
名
な
徳
島
県
勝

浦
町
か
ら
、
人
形
を
約
4
5
0
0
体
譲
り

受
け
、
ほ
か
町
内
外
か
ら
約
2
5
0
0
体

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ひ
な
人
形
は
、
久
万

町
商
店
街
の
約
8
0
0
メ
ー
ト
ル
の
区
間
、

約
1
0
0
カ
所
に
商
店
街
や
、
町
商
工
会

女
性
部
、
町
連
合
会
婦
人
会
ら
に
よ
り
飾

り
付
け
さ
れ
ま
し
た
。
古
い
倉
庫
を
改
修

し
た
メ
イ
ン
会
場
「
あ
け
ぼ
の
座
」
に
は

約
2
千
体
が
飾
ら
れ
、
高
さ
3
・
5
メ
ー

ト
ル
の
見
上
げ
る
ほ
ど
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に

約
8
0
0
体
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
来
場

者
は
「
通
り
が
歩
き
や
す
く
、
な
わ
と
び

や
綱
引
き
、
カ
ル
タ
取
り
な
ど
創
作
ひ
な

人
形
が
並
び
お
も
し
ろ
い
」
と
、
会
場
で

は
、
住
民
グ
ル
ー
プ
が
制
作
し
た
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
「
ま
ち
並
み
ひ
な
ま
つ
り
」
が
流

れ
、
ひ
な
ま
つ
り
を
い
っ
そ
う
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　

毎
月
、
第
4
日
曜
に
遊
食
祭
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
定
期
開
催
さ
れ
て
い

る
「
く
ま
く
る
ま
る
し
ぇ
（
軽
ト
ラ
市
）」

に
、
今
回
は
町
内
外
の
40
台
以
上
が
店
舗

と
し
て
並
び
、
久
万
高
原
育
ち
媛
っ
こ
地

鶏
の
焼
き
鳥
や
町
産
の
あ
ま
ご
の
塩
焼

き
・
ピ
ザ
、
手
作
り
雑
貨
な
ど
が
販
売
さ

れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
久
万
高
原
町
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

第
1
回 

く
ま
ま
ち 

ひ
な
ま
つ
り

●
日
時
　
2
月
22
日
㈰
〜
4
月
26
日
㈰

●
場
所
　
久
万
町
商
店
街

第
₂₆
回 

く
ま
く
る
ま
る
し
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
軽
ト
ラ
市
︶

●
日
時
　
4
月
₂₆
日
㈰
　
9
時
〜
₁₄
時

●
場
所
　
久
万
町
商
店
街
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精
査
・
取
捨
選
択

　
「
大
寒
」
と
は
、「
非
常
に
寒
い
こ
と
」

（
広
辞
苑
）
と
あ
る
。二
十
四
節
気
の
一
つ
。

陽
暦
一
月
二
十
日
頃
に
あ
た
る
。
こ
の
冬
、

雪
国
の
積
雪
量
は
例
年
同
時
期
の
記
録
を

上
回
り
、
し
か
も
半
端
で
は
な
い
よ
う
だ
。

限
界
集
落
に
住
む
高
齢
者
の
苦
労
が
、
寒

さ
と
と
も
に
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

た
だ
急
に
三
月
の
気
温
を
示
す
日
が
あ

れ
ば
、
ま
た
寒
気
が
襲
っ
て
く
る
な
ど
大

気
の
変
化
は
、
近
年
の
異
常
気
象
の
片
鱗

と
云
う
べ
き
か
…
。
だ
が
大
寒
か
ら
一
月

末
は
、
や
は
り
寒
か
っ
た
。

　

さ
て
、
平
成
27
年
度
96
兆
3
4
2
0
億

円
の
政
府
予
算
案
が
閣
議
決
定
し
た
。
地

方
を
重
視
し
た
も
の
と
云
わ
れ
「
地
方
創

生
」
の
た
め
の
人
口
減
少
の
克
服
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
と
の
こ
と
、
そ

の
成
果
に
期
待
を
寄
せ
た
い
。

　

こ
の
5
年
間
で
30
万
人
の
雇
用
を
つ
く

る
。
地
方
へ
の
移
住
促
進
の
た
め
希
望
者

相
談
窓
口
「
全
国
移
住
促
進
セ
ン
タ
ー
」

の
新
設
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
拡
充
な

ど
等
。
ま
た
東
京
一
極
集
中
是
正
の
た
め

の
東
京
圏
か
ら
の
転
出
者
を
4
万
人
増
・

転
入
者
6
万
人
減
を
目
指
す
施
策
な
ど
各

種
戦
略
は
華
々
し
い
。

　

歳
入
で
は
、
税
収
が
56
・
6
％
を
占

め
、
久
し
ぶ
り
の
税
収
増
に
よ
り
54
兆

5
2
5
0
億
円
と
な
る
。
新
規
国
債
発
行

は
36
兆
6
3
0
億
円
。
地
方
交
付
税
交
付

金
は
、
15
兆
5
3
5
7
億
円
（
特
別
会
計

分
を
合
わ
せ
て
16
兆
7
5
4
8
億
円
）
と

地
方
税
収
の
増
に
よ
り
、
財
源
は
従
来
よ

り
良
と
な
る
。

　

一
方
、
次
世
代
に
そ
の
ま
ま
の
額
を
残

し
て
は
な
ら
な
い
借
金
、
財
政
再
建
は
生

産
性
の
上
が
る
経
済
再
生
し
か
な
い
。
今

日
の
経
済
環
境
が
先
の
『
バ
ブ
ル
の
前
夜

に
良
く
似
通
っ
て
い
る
』（
某
経
済
学
者
）

と
指
摘
さ
れ
て
も
…
。
今
や
、
消
費
税
引

き
上
げ
導
入
の
延
期
も
あ
っ
た
が
、
歳
出

の
32
・
7
％
を
占
め
る
少
子
高
齢
化
に
よ

る
社
会
保
障
費
の
自
然
増
は
、
な
ん
ら
計

算
外
で
も
な
く
想
定
外
で
も
な
い
。
現
実

そ
の
ま
ま
の
推
移
と
結
果
で
あ
り
、
今
さ

ら
驚
愕
に
値
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
長
期
債
務
残
高
（
国
・
地
方
）

の
1
0
3
5
兆
円
見
込
み
数
字
は
、
極
め

て
多
額
で
あ
り
厳
し
い
。
そ
の
中
で
今
後
、

借
金
の
返
済
を
は
じ
め
と
し
て
、
社
会
保

障
費
の
増
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に

現
今
の
よ
う
な
日
本
人
的
常
（
情
）
識
、話

し
合
い
の
論
理
が
通
用
し
な
い
対
外
か
ら

の
圧
力
に
は
、
そ
れ
相
応
の
備
え
、
強
化

が
不
可
欠
で
あ
る
。
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
4
年
、
日
本
列
島
が
地
震
等
地

殻
変
動
期
に
入
っ
た
現
下
の
防
災
対
策
は

急
を
要
す
る
。
さ
ら
に
地
球
全
体
の
異
常

気
象
に
よ
る
局
地
的
な
各
種
災
害
へ
の
備

え
な
ど
、
課
題
は
山
積
で
あ
る
。

　

歳
出
予
算
執
行
の
精
査
は
、
例
外
の
な

い
取
捨
選
択
に
極
め
て
大
き
な
意
義
が
あ

る
…
。

�

　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
苦
労
な
く
し
て
、
あ
が
な
わ
れ
得
る

真
に
貴
重
な
も
の
は
何
一
つ
と
し
て

な
い
」

　
　
　
（
ジ
ョ
セ
フ
・
ア
デ
ィ
ソ
ン　

　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
）

一

筆

1
月
の
会
と
催
し

▽
5
日
＝
2
0
1
5
年
年
賀
交
歓
会

▽
7
日
＝
県
人
権
対
策
協
議
会
2
0
1
5

年
年
賀
交
歓
会

▽
13
日
＝
第
8
回
え
ひ
め
6
次
産
業
化
推

進
チ
ー
ム
会
議

▽
14
日
＝（
一
財
）市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
連
絡
会
議

▽
15
日
＝
平
成
26
年
度
議
長
研
修
会
（
市

町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
受
講
）
市
町
村

議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー（
16
日
ま
で
）、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調
整
会
議
、

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
幹
事
会
、

同
会
長
・
事
務
局
長
懇
談
会

▽
16
日
＝
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第

24
回
定
期
総
会

▽
22
日
＝
全
国
町
村
会
長
・
会
長
代
行
打

合
会
、全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、（
一

財
）全
国
自
治
協
会
理
事
会
・
全
国
町
村

職
員
生
活
協
同
組
合
理
事
会
、（
一
財
）

全
国
自
治
協
会
評
議
員
会
、
全
国
町
村

会
理
事
会
・
都
道
府
県
会
長
会
・
全
国

町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
総
代
会
、
都

道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交
流
会
、
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
研
修
会
（
日

本
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
・
愛
媛
県
水

道
協
会
）

▽
23
日
＝
全
国
退
職
手
当
組
合
協
議
会
代

表
者
会
議
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
支
部

事
務
局
長
会
議

▽
24
日
＝
砥
部
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典

▽
26
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会

▽
28
日
＝
平
成
26
年
度
県
と
市
町
の
産
業

保
健
ス
タ
ッ
フ
連
絡
会
、
日
本
下
水
道

事
業
団
来
局

▽
30
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
4

回
定
例
会

編
集
後
記

　

今
年
も
年
が
明
け
ま
し
た
。
年
末
年
始

を
振
り
返
る
と
、
い
つ
も
酔
っ
払
っ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
も
後
悔
も
反
省

も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
う
え
な
く
不
摂
生

な
暮
ら
し
を
続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
の
と
こ
ろ
身
体
に
異
常
は
あ
り
ま

せ
ん
。
年
末
の
人
間
ド
ッ
ク
も
、
ほ
ぼ
問

題
な
し
。
有
り
難
い
こ
と
で
す
。
丈
夫
に

産
ん
で
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
。

親
父
が
死
ん
で
7
度
目
の
正
月
。
月
日
が

経
つ
の
が
早
い
な
ぁ
。◇

　

あ
る
日
の
新
聞
に
大
和
言
葉
の
広
告
が

あ
り
ま
し
た
。
生
粋
の
日
本
語
を
使
お
う

と
し
て
、「
感
動
し
た
」
ば
か
り
言
っ
て
い

ま
せ
ん
か
の
問
い
で
す
。
ぐ
っ
と
来
た
な

ら
「
胸
に
迫
る
」、
ず
し
ん
と
来
た
な
ら

「
胸
を
打
つ
」、
じ
わ
じ
わ
来
た
な
ら
「
胸

に
し
み
る
」。こ
の
よ
う
に
表
現
を
使
い
分

け
て
こ
こ
ろ
を
伝
え
て
み
ま
し
ょ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
ふ
～
ん
、
な
る
ほ
ど
。

　

さ
て
、問
題
で
す
。次
の
問
題
を
大
和
言

葉
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。
○
の
中
に
「
ひ

ら
が
な
」
を
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

ご
遠
慮
な
く
→
○
○
○
置
き
な
く

　
　

残
念
な
が
ら
→
○
○
む
○
○
は

　
　

一
生
懸
命　

→
○
ま
ず
○
○
ま
ず

　
　

毎　

日　
　

→
○
○
な
○
○
な

　
　

普　

段　
　

→
○
○
日
頃

　

答
え
は
次
号
の
お
楽
し
み
。
日
本
語
っ

て
味
わ
い
深
い
で
す
ね
。

◇

　

今
年
は
昭
和
で
い
う
と
90
年
。
戦
後
70

年
に
な
る
ん
で
す
ね
。く
し
く
も
、こ
の
会

報
も
今
月
号
で
70
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
間
、
こ
ん
に
ち
ま
で
各
町
の
広
報
ご
担

当
者
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
温
か
い
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
至
ら
ぬ

点
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
ご

容
赦
を
。
引
き
続
き
今
年
も
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。


